
 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際アルツハイマー病協会国際会議（ＡＤＩ国際会議）は、アルツハイマー病と認知症に関する世

界で最も重要で大きな会議で、国際的に著名な認知症に関連する分野の専門家の発表から、認知症ケ

アの最前線について学ぶことができます。また、認知症に関心のあるすべての人びと、各国のアルツ

ハイマー協会のスタッフやボランティア、認知症の本人、家族、医療・介護の専門家、科学者などが

集まり、ともに学びあい、幅広い知見を共有する機会となっています。今回で 32回目を迎える本会議

は、日本での開催は 13年ぶりとなり、国立京都国際会館で開催され、100ヵ国 2,000人程が参加予定

です。 

生駒市は、認知症初期集中支援チーム（オレンジチーム）など本市が取り組む先進的な認知症施策

について、やまと精神医療センターと共に、ポスタープレゼンテーションを行います。 

 

■ 日時 4月 26日(水)～29日(土) 9時～17時 

生駒市の発表は 27日(木)9時～17時 

なお、26日は午後 1時 30分から本会議前の 

シンポジウムのみ 

■ 場所 国立京都国際会館 

 （京都市左京区岩倉大鷺町 422番地） 

■ 主催 国際アルツハイマー病協会 

         「公益社団法人 認知症の人 と家族の会」 

■ プレゼン内容  

「生駒市と医療機関の間で行われた認知症政策についての協働」 

 ・早期発見・早期対応  

認知症初期集中支援チーム（オレンジチーム）、認知症地域支援推

進員による相談、MCI発見機器導入 

・ケアの向上 

    医療と介護の連携（多職種連携研修会）、認知症ケアパス 

   ・普及啓発 

認知症サポーター養成講座、認知症フォーラム開催、若年認知症市民公開講座開催、RUN伴ゴールイベ

ント、バーチャルリアリティ体験を導入（予定） 

   ・見守り体制 

    認知症支え隊、ALSOK見守りタグ（靴２２０セットを無償貸出）、行方不明高齢者 SOSネットワーク 

 

生駒市の認知症初期集中支援チーム（オレンジチーム）の活動を

国際会議でプレゼンします 
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■  認知症初期集中支援チーム（オレンジチーム） 

 認知症の早期発見・早期対応のために、独立行政法人国立病院機構やまと精神医療センターの協力を得

て、2016年 6月から認知症サポート医や介護系の医療従事者、医療系の市役所職員で支援チームを結成。

理解力・判断力の低下や排せつの失敗などアルツハイマー型認知症が疑われる場合に支援チームが関わり、

早期治療につなげています。 

 

■ 発表者 生駒市福祉健康部地域包括ケア推進課長 田中明美 

 独立行政法人病院機構やまと精神医療センター 地域医療連携室 前田智 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市福祉健康部地域包括ケア推進課 （課長 田中） 0743-74-1111(内線 461) 


